
平成３０年度 建設交通部 重点目標 

（注）目指すべき成果目標を記載する。その際、数値目標が適当な場合は、数値目標を記載する。 

 重点事項 成果目標（注） 

１ 
先進的な防災・減災対策と暮ら

しの安全対策の推進 

 

①集中豪雨や想定される大規模地震に備え、危機管理体制の強化と防災・減災対策を推進します 

○府内全河川の浸水想定区域図の公表推進（Ｈ３４までに３７７河川、Ｈ３０：８４河川） 

○府内全箇所の土砂災害警戒区域の指定を完了 

○淀川水系、由良川水系、２級河川水系の京都府減災対策協議会を定期的に開催し、国、市町村や防災関

係機関との防災情報共有を強化 

○危機管理型水位計の設置（Ｈ３２までに１２０箇所、Ｈ３０：６０箇所）や中小河川の新たなタイムラ

インの策定を推進 

○排水ポンプ車の追加導入により内水・減災対策を強化 

○緊急輸送道路等の耐震化 

 ・緊急輸送道路の段差対策が未了の２７橋の内、沿道建築物耐震化対象路線の宇治橋の対策に着手 

・緊急輸送道路以外の道路で耐震対策未了の６２橋の内、集落までの迂回路がない道路に架かる６橋の

対策に着手 

・耐震改修促進計画で指定した緊急輸送道路沿道建築物の耐震化を促進 

○道路法面の防災対策 

 ・緊急輸送道路、孤立集落が発生する可能性のある道路の法面防災対策を推進 

  （Ｈ３０：緊急輸送道路３箇所完了、孤立支援道路１箇所完了） 

○建築物の耐震化 

・木造住宅の耐震化を促進（Ｈ３０：耐震改修１,０００戸） 

○無電柱化 

 ・京都府無電柱化推進計画策定 

○大阪北部地震災害からの復旧推進 

○河川構造物の耐震化 

 ・河川堤防の耐震点検マニュアルに基づく一次点検完了 

 ・天井川水路橋の耐震化推進 

○原子力発電所事故に対応する避難路整備 

 ・原子力災害時避難路整備事業を活用し、舞鶴野原港高浜線、上杉和知線等、９路線を整備推進 

・原子力災害時避難円滑化モデル事業を活用し、京丹波三和線等、４路線を整備推進 

 

 



平成３０年度 建設交通部 重点目標 

（注）目指すべき成果目標を記載する。その際、数値目標が適当な場合は、数値目標を記載する。 

 重点事項 成果目標（注） 

②国や市町村と連携し、府内全域で総合的な治水対策を推進します 

○桂川 

 ・嵐山地区の左岸溢水対策等、直轄管理区間の緊急治水対策（Ｈ２７～３１）を促進 

 ・保津工区の霞堤嵩上等、段階的な整備を位置付けた桂川上流圏域河川整備計画を策定し、計画に基づ

いた河川整備に着手 

○由良川 

 ・築堤、宅地嵩上、輪中堤等、直轄管理区間の緊急治水対策を推進（Ｈ２５～Ｈ３０代半ば） 

・弘法川の調節池・ポンプ施設工事の着手等、福知山市における総合的な治水対策事業を推進 

 ・国道１７５号、舞鶴福知山線、舞鶴綾部福知山線等、由良川緊急治水対策関連道路の整備 

○宇治川 

 ・天ヶ瀬ダム再開発（Ｈ２７～３３）を促進するとともに塔の島地区改修を完了 

 ・国による大島排水樋門の整備着手等、木幡池の浸水対策を推進 

○木津川 

 ・堤防強化対策を推進 

○その他の府管理河川 

 ・古川床上浸水対策特別緊急事業（Ｈ２６～３１）の整備推進 

・鴨川、四宮川、安祥寺川、園部川、高野川、福田川等、既往浸水箇所等の河川改修を推進 

 ・大井手川、煤谷川等、学研都市開発等に関連する河川改修を推進 

 ・防賀川の天井川区間の切り下げ等、天井川の改修を推進 

  

○土砂災害防止対策工事を推進 

 ・長岡京市坂川、南丹市菖蒲谷川等、避難所等の保全対策の推進 

 ・京都市花尻川等、要配慮者利用施設の保全対策の推進 

 ・京都市音羽川・松室、舞鶴市天台川等、人家の多い箇所の保全対策の推進 

 

 

 

 

 



平成３０年度 建設交通部 重点目標 

（注）目指すべき成果目標を記載する。その際、数値目標が適当な場合は、数値目標を記載する。 

 重点事項 成果目標（注） 

③京都技術サポートセンターと連携し、計画的なインフラ長寿命化を推進します 

 ○京都府公共施設等管理方針及び１３施設の個別施設計画に基づき、計画的に点検、診断、保全を推進 

 ○インフラ長寿命化対策に府民の気付きを活かした「府民協働型インフラ保全事業」を創設し、きめ細か

な施設保全を推進 

 ○京都技術サポートセンターと連携し、技術研修を充実するとともに、建築部門も含めた市町村支援を一

層推進 

④地域を支える優良な建設業の確保育成を推進します 

○計画的な事業執行と施工時期の平準化を推進 

○透明性・公平性を確保し、建設企業が適切な利潤を確保できる入札契約制度の適切な運用 

○建設企業の経営改善、担い手確保、建設労働者の処遇改善に係る取組を推進 

２ 
京都の力をさらに引き出す広域

交流基盤整備の推進 

 

①高速道路等の整備促進とミッシングリンクの解消を推進します 

○新名神高速道路 

 ・Ｈ３５の全線開通に向け、府土地開発公社による用地取得の推進等、沿線市町村とともにＮＥＸＣＯ

西日本の事業促進を支援 

 

○山陰近畿自動車道 

 ・国直轄権限代行で事業中の大宮峰山道路の整備促進 

 ・ルート未定の網野～兵庫県境について、兵庫県、京丹後市と連携し、要望ルート帯（案）を策定 

 

○京都縦貫自動車道 

 ・ＮＥＸＣＯによる一元管理等、運営の効率化、利用者サービスの向上に向け、国等との調整推進 

 ・園部～丹波間の４車線化等、ＮＥＸＣＯ西日本による機能強化を要請 

 

○京都都市圏のネットワーク強化 

 ・名神高速道路と京都高速道路をつなぐ京都南ジャンクションを都市計画決定し、ＮＥＸＣＯ西日本の

早期事業着手を促進 

・「京都府道路ネットワーク検討会」を設置し、大津・亀岡方面等、京都市周辺の新たな道路整備の必要

性・効果等の検討に着手   



平成３０年度 建設交通部 重点目標 

（注）目指すべき成果目標を記載する。その際、数値目標が適当な場合は、数値目標を記載する。 

 重点事項 成果目標（注） 

 

 ②高速鉄道網整備に向けた取組を推進します。 

 ○北陸新幹線 

・沿線市町村や関西広域連合等と連携した要請活動等、全線早期整備に向けた取組を実施 

・国の調査の進捗を踏まえつつ、府域における課題を抽出し、慎重な調査と丁寧な地元調整を要請 

・北陸新幹線の開通による京都府の便益を算出し、便益と費用負担のあり方についての検討実施 

 ○日本海国土軸形成に向けた取組 

・舞鶴を経て日本海に至る山陰新幹線の整備計画化へ向けた取組の推進 

 ○リニア中央新幹線 

・ルート選定と大阪までの早期開業に向けＰＲ活動を行うとともに、国への働きかけを実施 

 

③日本海側拠点港京都舞鶴港の整備を推進し、人流・物流の総合ゲートウェイを目指します 

 ・新たな荷役機械の導入や第Ⅱ期整備の調査着手等、舞鶴国際ふ頭の機能強化を推進 

 ・第２ふ頭の旅客専用ふ頭化に向け、「海の京都駅（仮称）」の整備推進や舞鶴西港の新たな「みなとオ

アシス」の登録等、クルーズ受け入れ態勢を強化 

  ・臨港道路和田下福井線の橋梁上部工着手や国道２７号西舞鶴道路の事業促進、臨港道路上安久線の早

期工事着手に向け地元調整等を推進 
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 重点事項 成果目標（注） 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いきいきしたまちづくりや生活

を支える地域の交流基盤整備の

推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①高速道路のストック効果を府域全域に広げる道路整備を推進します 

○インターアクセス道路等の整備 

 ・宇治木津線を今年度内に都市計画決定し、国の早期事業着手を促進 

 ・新名神高速道路のＨ３５供用開始にあわせ、宇治木屋線犬打峠、（都）宇治田原山手線、国道３０７号

（市辺～奈島工区）等、アクセス道路整備を推進 

 ・山陰近畿自動車道大宮峰山道路のインターアクセス道路となる峰山インター線の整備を推進 

 ・国道３０７号（奥山田バイパス）の開通を図るとともに、小倉西舞鶴線（白鳥トンネル）、国道４２３

号（法貴バイパス）、綾部宮島線（肱谷バイパス）、浜丹後線（上野平バイパス）、和束井手線（株山橋）、

（都）御陵山崎線等、地域をつなぐ幹線道路の整備を推進 

 ・（都）東中央線等の学研都市開発を支援する道路整備を推進 

 

②ＪＲ奈良線、山陰本線等、幹線ネットワークの整備と地域交通の利用促進を推進します 

○鉄道網の整備推進 

 ・ＪＲ奈良線高速化・複線化第二期事業を推進するとともに、関連駅舎整備や関連公共事業（向島宇治

線の道路改良、戦川及び新田川の河川改修）を推進 

 ・山陰本線や関西本線において、まちづくりと一体となった駅及び駅周辺の賑わいづくりや交通結節点

としての機能向上を図る駅再生プロジェクトを推進（和知駅、山家駅、大河原駅） 

 ・山陰本線や片町線の複線化等、速達性向上に向け、国及びＪＲ西日本と協議の実施 

○生活交通の維持・確保と地域に適した生活支援システムの構築 

・鉄道・バスの乗継改善等の利便性向上やサービス改善による乗合バス等の利用促進 

・旅客輸送、貨物輸送、生活支援サービスを一体的に提供するマルチ交通コミュニティ支援事業の推進 

・電動低速車両を活用した交通システム等、新たな地域交通の導入を推進 

 

③京都丹後鉄道の魅力アップ等、利用促進と安心・安全な基盤整備を支援します 

 〇「近畿のキタだよ。北近畿！」等、運行会社やＪＲ西日本とも連携した利用促進策の推進 

○老朽車両を更新し新車両を導入（１両） 

○施設の老朽化対策等の推進 

・トンネル点検及び緊急輸送道路を跨ぐ橋梁について耐震点検を実施 

・鉄道施設の整備・更新等、鉄道事業再構築実施計画の着実な推進 
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 重点事項 成果目標（注） 

４ 
子育て環境の充実や多様な共生

社会を支える環境整備を推進 

 

①全ての人にとって使いやすい鉄道駅舎等の整備や通学路の安全対策を推進します 

○鉄道駅舎におけるエレベーターやスロープ、ホームドア、内方線付き点字ブロックの設置等、安全対策

を推進 

・ＪＲ木幡駅、山崎駅、西大路駅等、５駅で段差解消等実施 

・ＪＲ京都駅ホームドア整備着手 

○通学路の安全確保のための歩道整備や歩道のバリアフリー化を推進 

 

②子育て世帯等、多様な世帯が共生できる環境づくりを推進します 
○子育て環境日本一を支える子育て世帯向け住宅の提供の推進（Ｈ３０：１１０戸） 
○住民サービス向上を目指した、府営住宅の指定管理者制度の導入に着手 

○学生が高齢者と共住して、地域社会を創生する次世代下宿京都ソリデール事業を推進 
 

③府民が快適に利用できる公園整備を推進します 

・鴨川公園の葵地区の整備着手及び松原橋～五条大橋間の園路整備の推進 

・宇治公園整備の概成 

・山城総合運動公園のアイスアリーナの整備推進 

 

④もう一つの京都等、観光振興戦略を支える基盤整備を推進します 

○海の京都 

 ・［伊根浦エリア］伊根港線景観舗装等整備完了 

 ・「海の京都」周遊ルートの整備を推進 

○森の京都 

 ・園部平屋線（殿田）、綾部宮島線(肱谷バイパス)の事業推進 

 ・綾部大江宮津線歩道整備等完了 

○お茶の京都 

 ・淀川国営河川公園さくらであい館を核として、お茶の京都、竹の里乙訓の観光振興を推進するととも

に、国営公園の一層の整備を促進 

 ・京都八幡木津自転車道線の事業推進 
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 重点事項 成果目標（注） 

○京都・かぐや姫観光 

  ・（都）御陵山崎線（Ⅲ工区）、長法寺向日線、西京高槻線の事業推進 

 

○観光拠点を巡るサイクリングロードの環境整備、利用促進を図るとともに、京奈和自転車道をはじめ 

近隣府県とも連携してより広域的な自転車道整備を推進 

 


